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(2022年09月01日～2023年8月31日）

49期　　環　境　経　営　レ　ポ　-　ト

作成日：2023年9月14日

小倉武田産業株式会社

1 ページ



  　 　　　　　〒803-0835
  　 　　　　　北九州市小倉北区井堀4丁目3-11

　　　　　　　　内野　　翔

     　　　　　TEL 093-571-5231    FAX093-591-1662

     　　　　　ボルト及びナットの販売

　　  　　　　　24名

      　　　　　791平方メ－トル

　対象事業所 全社
対象事業活動      　ボルト及びナットの販売

   小倉武田産業株式会社は「継続と繁栄」を基本理念とし、お客様、
   全従業員の幸福と社会に必要とされる会社を目指しています。
   これを追求し、私たちはかけがえのないこの地球を守る為に、
   ボルトナットの販売に関わる企業活動のあらゆる面で、
   積極的かつ継続的に環境保全に取り組みます。

     1.環境関連の法規制等を遵守します。

     2.以下の項目を重点項目として、目標設定と活動計画を定めて積極的かつ
　　　　継続的に環境保全を目指します。

     ①環境保全に資するホルトナットの販売に積極的かつ継続的に取り組む
　　　　 三価クロム・ノンクロム品の販売推進

     ②二酸化炭素の排出量を削減
　　　　 使用エネルギ－（電気・ガソリン・軽油・灯油・ガス）を削減

     ③資源の使用量削減
　　　　 水・コピ－紙の削減・包装資材の削減

     ④グリ－ン購入の推進

     ⑤地域清掃を通じて地域社会に貢献します

     3.本方針を全従業員に周知します。

2021年10月20日改訂
小倉武田産業株式会社
代表取締役 渡 邉 康 弘

認証登録範囲

環 境 経 営 方 針

　　同上連絡先

事業規模/職員数

/延床面積

事業内容

小 倉 武 田 産 業 株 式 会 社

代表者名 　　　　　　　　代表取締役　  渡 邉 康弘

所在地

環境管理責任者

企 業 概 要

事業所名
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<<環境目標とその実績>>

（１）目標の達成状況　
電気・ガス・ガソリン・軽油・灯油・二酸化炭素・水道・Ａ４コピー紙・包装材の使用について
47期実績から年/1％を基準として削減に取り組んでいます。(指数換算）

　　　　　　　　

売上高 指数

目標値・百万円当り

実績値・百万円当り

目標値・百万円当り

実績値・百万円当り

目標値・百万円当り

実績値・百万円当り

目標値・百万円当り

実績値・百万円当り

目標値・百万円当り

実績値・百万円当り

目標値・百万円当り

実績値・百万円当り

目標値・百万円当り

実績値・百万円当り

目標値・百万円当り

実績値・百万円当り

目標値・百万円当り

実績値・百万円当り

目標提案件数/年

実績提案件数/年

目標売上比/％

実績売上比/％

目標購入件数/年

実績購入件数/年

目標件数/年

実績件数/年

分別の徹底

分別の徹底

※　二酸化炭素排出量の計算に九州電力の2020年度の排出係数0.479kg-CO2/kWhを用いた。

※　(               )内の数値は総量。
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グリーン購入の推
進(件)

地域清掃(回)

2020/09～2021/08

100

0.339(210)

一般廃棄物

荷造・包装資材
(円）

灯油(L)

環境保全商品の
提案件数(件)

A4紙購入枚数(枚)

軽油(L)

ガソリン(L)

79.560(49219)

ガス使用量(m3)

電気使用量(kWh)

二酸化炭素
(Kg-CO2)

水道使用量　( m3)

三価クロム・ノンク
ロム品の販売促

進（売上比）

47実績 49期実績

2022/09～2023/08

112

77.969(48235)

68.647(47811)

0.332(206)

0.297(207)
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11.01(7668)

0.223(173)
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16

1

1

12

10

徹底する
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（２）49期以降の目標・中長期目標

※47期を基準に年/ 1%づづを削減する目標を設定しています

　　　　　　　　 49期目標 50期目標 51期目標

2022/09～2023/08 2023/09～2024/08 2024/09～2025/08

電気使用量(kWh) 目標値・百万円当り 77.969(48235) 77.173(47742) 76.378(47250)

ガス使用量(m3) 目標値・百万円当り 0.332(206) 0.329(204) 0.325(202)

ガソリン(L) 目標値・百万円当り 14.501(8971) 14.353(8879) 14.205(8788)

軽油(L) 目標値・百万円当り 11.924(7377) 11.802(7302) 11.680(7227)

灯油(L) 目標値・百万円当り 0.223(173) 0.221(172) 0.219(170)

二酸化炭素
(Kg-CO2)

目標値・百万円当り 103.171(63825.46) 102.119(63174.179) 101.066(62522.900)

水道使用量　( m3) 目標値・百万円当り 0.370(229) 0.367(227) 0.363(225)

A4紙使用枚数 目標値・百万円当り 178.214(110250) 176.395(109125) 174.577(108000)

荷造・包装資材 目標値・百万円当り 1.503(930,000) 1.488(920,530) 1.473(911,040)

環境保全商品の
提案件数

目標販売件数/年 5 5 5

三価クロム・ノンク
ロム品の販売促

進
目標売上比/％ 26 27 28

グリーン購入推進 目標購入件数/年 1 1 1

地域清掃 目標件数/年 12 12 12

一般廃棄物 分別の徹底 分別の徹底 分別の徹底 分別の徹底

※　二酸化炭素排出量の計算に九州電力の2020年度の排出係数0.479kg-CO2/kWhを用いた。

※　(               )内の数値は総量。
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<<主要な環境活動計画の内容と活動実績>>

( 1 )  数値目標を達成するための取組

　　　　① 環境保全に資するボルトナットの販売に積極的かつ継続的に取り組む

三価クロム・ノンクロム品の販売促進

　　　　　　・ 三価クロム品・ノンクロム品の販売促進および切替提案の推進

　　　　② エネルギ－及び二酸化炭素排出量の削減

（電気・ガソリン・軽油・灯油・ガス）

　　　　　　・ 冷暖房の温度設定（冷房24～27度/暖房24度）

　　　　　　・ 未使用時のパソコン電源オフ

　　　　　　・ 事務所倉庫内の昼休みの消灯

　　　　　　・ ガス・お湯の使用削減

　　　　　　・ アイドリングストップ

　　　　　　・ エコドライブによる燃費向上

　　　　　　・ スト－ブの火力調整と不必要な使用削減

　　　　③ 資源の使用量削減
水・コピ－紙の削減・包装資材の削減

　　　　　　・ 洗車・手洗い・清掃時の節水

　　　　　　・ 定期的に漏水の点検を行う

　　　　　　・ 両面コピ－・裏紙用紙の使用の徹底

　　　　　　・ 回覧・掲示板の活用

　　　　　　・ 共有フォルダの活用

　　　　　　・ 会議等で使用する資料削減（プロジェクタ－利用）

　　　　　　・ 段ボール・ケ－ス・袋の再利用

　　　　④ グリ－ン購入の推進

　　　　　　・ 環境負荷の少ない備品の購入

　　　　⑤ 地域清掃を通じて地域社会に貢献します

会社周辺の清掃の実施
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( 2 )  環境目標の担当部署及び責任者

総務　　内野　翔

<<環境活動の取組結果の評価>>

実績値・百万円当り 達成率 達成状況

※　(               )内の数値は総量。
達成状況：◎…110%以上  ○…98%以上  △…95%以上  ×…95%未満  

達成率 75%未満の場合、是正処置を行う。

×未達成
ＶＡ提案活動を積極的に行っていますが、受注に繋がってい
ない。　　受注に繋がるようにVAの勉強会を行う。

☓未達成

◎達成

◎達成

◎達成

◎達成

111.78% ◎達成 ガス・お湯の使用削減の徹底ができています。

エコドライブ・アイドリングストップの徹底ができております。
また営業ルートも緊急時以外は無駄な配達がなくなってきて
います。

評　　価

倉庫・事務所の昼休みの消灯。冷暖房温度の設定、
長時間未使用時のパソコンの電源OFFの徹底ができていま
す。

113.58%

電気使用量・ガソリン使用量・軽油使用量の削減ができてお
り、　　　二酸化炭素の排出量も削減できています。

スト－ブの火力調整の徹底はできています。◎達成114.95%

エコドライブ・アイドリングストップの徹底ができております。
また営業ルートも緊急時以外は無駄な配達がなくなってきて
います。

月に一度,土曜日出勤の日に地域清掃を確実に行いました。

グリ－ン購入の商品を増やす。

パンフレット等を配るPRはよく行っている。

ケ－ス・袋の再利用の徹底はできております。
小口物件、小ロッドが増えてきております。
引続きケ－ス・袋の再利用を徹底する。

両面コピ－の徹底、裏紙使用の実施の徹底、回覧・掲示板の活用
が確実に行えております。引続き徹底する。

洗車・手洗い時・清掃時の節水の徹底はできております。

158.39%

ガス使用量(m3)
0.297
(207)

電気使用量(kWh)

9.155
(6376)

一般廃棄物 分別の徹底 〇達成

A4紙使用枚数
122.043
(85000)

146.03% ◎達成

×未達成

〇達成

×未達成

グリーン購入の推
進 1 100.00%

水道使用量　( m3)
0.355
(247)

1.812
(1,262,000)

82.95%荷造・包装資材

104.23%

三価クロム・ノンク
ロム品の販売促

進（売上比）

4 80.00%

二酸化炭素
(Kg-CO2)

83.908
(58439.78)

122.96%

16.30% 62.70%

灯油(L)
0.194
(207)

環境保全商品の
提案件数

軽油(L)
11.010
(7668)

108.30% 〇達成

ガソリン(L)

68.647
（47811）

地域清掃 10 83.33%

100.00% 全社員に周知徹底できており、目標達成できております。

6 ページ



<<環境製品の取組み状況>>

昨期より継続して六価クロム製品から、三価クロム製品へ切替えを推奨しています。

また、今期は三価クロム製品だけでなく、ノンクロム製品への切り替えを推奨して

リサイクルという視点から使い捨て部品を

再生して再利用する武田産業グループの「エコサイクルシステム」を取り入れた営業を展開しています。
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<<次年度50期の活動計画>>

電気・ガソリン・軽油・灯油・二酸化炭素・Ａ４紙・包材・環境保全製品の48期目標値を達成させる
ために以下の活動を行い、目標達成のために取組んでいきます。
また、朝礼を利用し普段からの「節約」を浸透させていくことに取組んで、更なる身に定着した活動
となるように取組んで行きます。

①　環境保全に資するボルトナットの販売 ＜活動グループ＞

環境保全商品の販売促進および切替提案の推進 営業

②　エネルギ－及び二酸化炭素排出量の削減

冷暖房の温度設定（冷房24～27度　暖房24度） 全体

昼休み・未使用時のパソコン電源オフ 営業・事務

事務所・倉庫内の昼休みの消灯 全体

ガス・お湯の使用削減 全体

アイドリングの中止 営業

エコドライブによる燃費向上 営業

スト－ブの火力調整と不必要な使用削減 商品管理

➂　資源の使用量削減
　　　（Ａ４用紙使用枚数・包装材料等・水使用量）

両面コピ－・裏面用紙の使用の徹底 営業・事務

共有フォルダの活用 営業・事務

段ボ－ル・ケ－ス・袋の再利用 商品管理

通箱の採用 営業・商品管理

手洗い・清掃時の節水 全体

定期的に漏水の点検を行う 全体

④　グリ－ン購入の推進

環境負荷の少ない備品の購入 全体

⑤　地域社会を通じて地域社会に貢献します

会社周辺の清掃の実施 全体
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<<環境関連法規への違反、訴訟等の有無>>

遵守状況を確認した結果、環境関連法規への違反はありませんでした。尚、関係当局よりの違反の指摘、
法規への違反はありませんでした。尚、関係当局よりの違反の指摘、
利害関係者からの訴訟等もありませんでした。

【役割分担表】
所属

代表者 ・環境経営に関する統括責任
代表取締役 ・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備
　渡邉　康弘 ・環境管理責任者を任命

・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・代表者による全体の評価と見直しを実施
・環境活動レポートの承認
・環境関連法規等の取りまとめ票を承認
・環境目標・環境活動計画書を承認

環境管理責
任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理
（社長の代行・統括） ・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境活動レポートの確認

EA21事務局 ・環境管理責任者の補佐、EA21管理委員会の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
・環境目標、環境活動計画書原案の作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

各ブロック長及び ・環境方針の周知
全従業員 ・環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

<<代表者による全体の取組状況の評価及び見直し>>

環境活動は身に付いたものとなっております。
二酸化炭素の排出量も目標を達成できています。
今後は、新型コロナウィルスが「5類感染症」に変更されたことに併せて室内換気を
計画的に行う事で、節電に取組む必要があります。
環境負荷低減に資する商品の拡販の取組は継続して実施していることは評価できます。
しかしながら、受注実績は増えておらず満足のいくものではありません。
もっと積極的に環境保全商品を提案していく必要があります。

役割、責任、権限

環境基本法・消防法・労働安全衛生規則・廃棄物処理法・フロン排出抑制法（改正フロン法）の

ＥＡ２１実施体制

営業Ｂ

中西忠義

環境管理責任者
内野 翔

事務Ｂ 商品管理Ｂ

小平大吉
ＥＡ21事務局

内野 翔

他4名 他3名 他11名

代表者
代表取締役
渡邉 康弘
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